
Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

■

和の配色と外国の配色の色相 ・ トー
ンの比較分析

Acomparison 　of　color 　scheme 　between 　Japan 　and 　foreign　 coun 量ries　on
hue 　and 　tone

木本　晴夫　 Haruo　Kimoto

池上真菜美　 Manami 　lkegami
名古屋市立大学　　Nagoya 　City　University

ル ・プロ ジ ェ 　　　LE　PROJET

キーワー ド ：配色 ， 和 ， 縞 ， 格子 ， 民族衣装

Keywords ：　　Co1Qr　　Scheme，　　Japanese　　Style，

Striped　 Pattern，　 Checked　 Pattern，　 Folk

Costumes

1．は じめに

　 日本 （和）の 配色は グラデーシ ョ ン で あ り，西洋

の 配色は コ ン トラ ス トで ある と
一

般 的に言 われ て

い る．本発表で は ， こ の こ とを定量 的に明 らか に

す るため に ， 和の 配色サ ン プル と西 洋やア ジア の

配色 サ ン プ ル に っ い て ，おの お の の サ ン プ ル の 配

色 の 色相分布 ， トー ン 分布を定量 的に分析 し て
，

和 ， 西洋 ， ア ジア の 配色 の 特徴や傾向を明 らか に

し ， か つ
， 相互 比較をお こ な う．

2．分析 の 対象

　調査分析 の 対象は ， 縞 または格子の 配色 とした。

理 由は次 の とお りで あ る．  日本で は縞 ・格子 は

長い 歴 史を持 っ て い る．  単純 な構成なの で ， 世

界 中で見 られ ， 各国間で の 比 較に適 して い る．

　和の 配色サン プ ル とし て ， 織物地 32 種類 ， 西洋

の 配色サン プ ル と し て ， ス コ ッ トラン ドの チ ェ ッ

ク地 32 種類 ， ア ジア の 配色 サ ン プ ル と して ，ブー

タ ン の 着物地 26 種類を選 ん だ
02）3）．織物地 ， チ ェ

ッ ク地 ， お よび着物地 を選 ん だ理 由は ， そ れ らが

着衣 になるこ とか ら ， 日常的に装着 される衣装 ，

または，民族衣 装 として ，和，西洋，ア ジ ア の 日

常生活 を代表 す る もの と考えた か らで ある．

3．構 成色 の 抽出

　サ ン プ ル ご とに ， 構成 要素で ある色 を抽 出する ．

色 の 抽 出例 を 図 1 に 示 す ．色 の 抽 出 は 、Ad。be

Illustrator の 色 検 出ツ ール を用い た．なお 、サ ン

プル に よ っ て 構成色 の 数が異 なるた め、抽出され

る色 の 数 は
一定で は ない ．図 1 の お の お の の 例で

は ， 左がサ ン プル 画像 、 右が抽出 した 色で ある．例

1 に は抽 出 し た 色以 外に 黄系 の 色 も含まれ て い る
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が、面積が小 さ くサ ン プル 全体の 印象 に影響を与

えて い ない 色 と判断 して省い た．また 、 例 2 の 橙

色 は同様 に 面積は小 さい が 、ア クセ ン ト効果 を持

っ て お り、全 体の 印象 に影響 を与 える色だ と判断

して構成色 に含め た ．こ れ らの 例の よ うに 、サ ン

プル 全体の 印象に影響を与え る もの で あ るか を考

慮 し、構成色 の 抽出を行 っ た．

図 1　 構成色 の抽出例

4．色相環 へ の 配置

　構成色 を色相環 に配置 して分析 をお こ な っ た．

構成色の 色相環 へ の 配置 に は 、Adobe　Illustrator

の HSB カ ラ
ー

モ デル を用い た 。

　HSB カ ラ
ー

モ デル は 、 選択 した色 を三属性 （色

相 ・彩度 ・明度） で表現する も の で あ り、色相は

標 準カ ラ
ーホ イ

ール 上 の O− 360度 の 角度で表 され

る．こ の 色相の 角度 （H 値）に応 じて 色相環上 に配

置 した ．図 2 に色相環 へ 配置 した例 を示す．
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　 　　　図 2　 構成色の 色相環 へ の 配置
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5．配置傾向の 分析 と特徴点 の 定量化

　多色相サ ン プル を対象 とし て ，色相の 配置傾向

を分析した ．多色相サ ン プ ル とは構成色が 3 色以

上あ るサ ン プル で ， こ れ を各国に つ い て 10 サン プ

ル ず つ 選 ん だ．なお 、 同
一色相ま たは 類似色相の

サ ン プ ル は 3 色以上あ っ て も対象 と して い ない ．

日本の 各サ ン プル にお ける構成色 の 色相差を表 1

に示 す．ス コ ッ トラ ン ド， ブー
タ ン の もの は ，

ス

ペ ース の 制約 か ら割愛す る．

　 表 1　 日本の サン プ ル の 色相差 （単位　度）

サンプルNO ・
色相差 1 ・色 相差 2 ・色相差 3 色相差 4

3 1　　 、 165 　 　
ト 21 ユ73

8　 i30 78 52 】　　 200

13 　　i30 　　　 F110

35i 　 185

14 22　　 i122 37 179

15 11 116 58 175

16 90 37 47 工86

ユ 7　 　 ， 20 2　　　［ 128 210

21 　 i71 　　
1116 173

24 16 126 218

26 ll3 22 225

ル を除い た全て の サ ン プ ル が 2 つ の 色みで 構成 さ

れて い る．他 の 2 国で は ， 大部分の サ ン プル が 3

っ または 4 っ の 色み で構成 され て い る．こ の こ と

か ら各国 の 色み の 数 の 違 い が明 らかに な っ た．
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　　　 図 3　 日本の 各サ ン プ ル の色相差
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　図 4　 ス コ ッ ドラン ド護各サ ン プ先の 琶相嵳
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図 お　ケー夢ン め各ザン プル げ色相差

　色相差デー
タ を色み の 数 と い う考え方に基 づ い

て 定量的に分析す る．色み とは ， 色 を色相環上 に

配 置 した ときに，ある範囲内に有 る色 の 群 （グル ー

プ）と定義す る．例 えば ， 目本の サン プ ル NO．14 に

着 目する と最初の 色 と 2 番 目の 色の 色 相差 は 22 度 ，

2 番 目 の 色 と 3 番 目 の色 の 色相差は 122 度 ，
の よ

うに な っ て い るが
， 本研究で は色相差 が 45度以下

の もの をひ とつ の 色み の 群 として ， サ ンプル NO．　14

では ， 1番 目の 色 と 2 番 目の 色，お よび ， 3 番 目

の 色 と 4 番 目 の 色がお の お の
， ひ とつ の 色み の 群

を構成 して い て ，全体 では ， 2 っ の 色み を構成 し

て い る．

　各国の 色みの 数の 傾向を示す グラフ を作成 して

図 3   5 に示 した ．これ らの グ ラフ はサ ン プ ル ご

とに色相差 を棒 グラ フ に して横に並 べ た もの で あ

る．縦軸の 数値 は色相 の 角度差で ， 点線は各サ ン

プル の 区切 りで ある，網掛 けの 帯 は色相差が 45 度

以 下 の 範囲を囲ん だ もの で ある．本研 究で は ，
45

度以 下 の 色相差 を同 じ色みで あ ると して い る．ま

た，45 度以上の 色相差の 棒グラ フ の 上部に 円を記

した ．各サ ン プ ル で の 円の 数が ， 各サ ン プル の 色

み の 数に なる．なお，色み の 数 に よっ てサ ン プル

の 順を並 べ 替えて い る．

　図 3 の 日本 に着目す る と ， 右側 の 3 個の サ ン プ

45

6．定量化分析 の結果

　分析 の 結果 ， 日本 （和）の 配色 は色みが 2 グ ル ー

プ 構成 され て い て ， それ ら の 2 つ グル
ー

プが 相互

に コ ン トラ ス トを形成 して い る例が 多く見 られ ，

ス コ
ッ トラン ドの チ ェ ッ ク地の 配色で は ， 単色が

色相環上 で バ ラバ ラに配置 され て コ ン トラ ス トを

形成して い る例が 多く見 られ た ．ブータ ン の 着物

地で は ， 日本の 配 色 とス コ ッ トラ ン ドの チ ェ ッ ク

地の 配色の 中間的な傾 向が見 られ た．

　ま た ， トーン に っ い て も定量 的分析 をお こ な っ

た が ， 配色で の 分析 と同様 に， 日本の 配色 とス コ

ッ トラ ン ドの 配色 の 中間的な傾向が 見 られた ．分

析内容 は ス ペ ー
ス の 制約か らこ こでは割愛する，

7．ま とめ

　以上 か ら，配色 におい て ，ブ ータン は 日本 とス

コ
ッ トラ ン ドの 中間的な性格 を有 して い る と考 え

られ るが，これ に つ い て さらに検証 して ゆ く．
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